
➀

【
参
加
者
の
声
】

◆
男
女
関
係
な
く
自
分
の
思
う

と
お
り
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ

を
知
り
ま
し
た
。(

70
歳
代)

◆
丁
寧
に
描
か
れ
た
映
画
で
し

た
。
自
分
の
こ
と
が
一
番
わ
か

ら
な
い
も
の
で
す
。
自
分
と
向

き
合
う
作
業
は
大
変
で
す
が
、

よ
り
よ
く
生
き
る
に
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。(

70
歳
代)

◆
物
事
の
と
ら
え
方
で
幸
せ
は

い
つ
も
近
く
に
あ
る
と
感
じ
ら

れ
る
こ
と
が
豊
か
な
生
活
、
人

生
に
な
る
の
か
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
。(

40
歳
代)

◆
い
ろ
い
ろ
な
面
で
、
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。(

60
歳
代)
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バ
ッ
ク
ナ
ン

バｰ

は
こ
ち
ら

６月２日（日）、文化ホールで2024憲法週間＆男女共
同参画週間「市民の集い」を開催しました。

第１部では、岸野令子さん（映画パブリシスト）に講
演をいただき、第２部では、映画「チャンシルさんには
福が多いね」を上映しました。参加者の方に寄稿いただ
きました。

岸
野
令
子
さ
ん
よ
り
、
映
画

の
み
ど
こ
ろ
・
映
画
に
込
め
ら

れ
た
想
い
等
の
講
演
を
聴
い
て

か
ら
上
映
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
チ
ャ
ン
シ
ル
さ
ん
に
は
福
が

多
い
ね
」
（

年
制
作
の
韓
国

映
画
）
は
、
仕
事
だ
け
が
生
き

が
い
だ
っ
た
ア
ラ
フ
ォ
ー
チ
ャ

ン
シ
ル
さ
ん
の
人
生
を
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
描
い
た
コ
メ
デ
ィ
ー
映

画
で
あ
り
ま
し
た
。

チ
ャ
ン
シ
ル
さ
ん
は
、
不
器

用
だ
け
れ
ど
真
っ
直
ぐ
で
一
生

懸
命
。
幸
せ
の
意
味
を
探
し
、

本
当
の
望
み
に
気
づ
い
て
前
を

向
く
彼
女
に
拍
手
を
送
り
た
く

な
り
ま
す
。
身
近
な
も
の
や
小

さ
な
こ
と
に
こ
そ
福
が
あ
る
こ

と
を
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。本

を
読
ん
で
い
て
見
つ
け
た

言
葉
に
『
人
生
と
は
自
分
探
し

で
は
な
い
』

『
人
生
と
は
自

分
を
創
る
こ
と
な
の
だ
』(

ト
ル

コ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
言

葉
）
と
あ
り
ま
し
た
。

人
生
は
桜
梅
桃
李(

お
う
ば

い
と
う
り)

、
自
分
が
他
人
に

な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
分

は
自
分
ら
し
く
、
大
輪
を
咲
か

せ
て
い
け
ば
よ
い
の
で
す
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
何
の
た
め
の
人

生
、
何
の
た
め
の
生
命
（
い
の

ち
）
か
。
他
人
と
比
較
す
る
必

要
な
ど
ま
っ
た
く
な
い
。
む
し

ろ
、
自
分
の
「
過
去
と
現
在
」

を
比
べ
て
成
長
し
て
い
る
か
ど

う
か
で
す
。
「
昨
日
よ
り
今

日
」
「
今
日
よ
り
明
日
」
と
い

う
生
き
方
こ
そ
大
事
で
す
。

人
権
は
、
大
変
難
し
い
問
題

で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
と
人
が

対
話
で
仲
良
く
し
て
い
く
事
が

最
も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。（

鳴
滝
校
区

原

憂
子)

「ABC まつり」に参加しました！駅頭啓発を市内４駅で行いました！

4/28(日)文化ホールで「ABC

まつり」が開催され、人権啓発

推進協議会では、人権啓発ブー

スを展開しました。人権協の活

動内容を紹介したパネルの展示、

ブースに来てくれた人たちに、

啓発物品と色とりどりの風船を
手渡しました。
ホールでは市内中学校の吹奏

楽部・ダンス部の発表、中庭で
はマルシェ等があり、天気にも
恵まれ、たくさんの人でとても
賑わっていました。

4/26(金)「憲法週間＆

男女共同参画週間」の啓

発を行うため、市内４

駅（JR和泉砂川駅、新

家駅、南海樽井駅、岡

田浦駅）で早朝の約１

時間、人権協役員・市

職員のメンバーでポ

ケットティッシュを配

布しました。

通学・通勤で急いでいる中、多くの市民の方がポ

ケットティッシュを受け取ってくれました。
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６月５日（水）人権協フィールドワーク「古都・奈良で人権文化の伝統と歴史を学ぶ」を

開催、35名の方に参加いただきました。フィールドワークを通じて、地域の歴史と国史

跡・北山十八間戸との関わり、周辺にある人権スポットへ直接出向き、ハンセン病につ

いて学習しました。

晴
天
の
朝
、
市
役
所
を
出
発
、

予
定
通
り
『
奈
良
市
北
人
権
文

化
セ
ン
タ
ー
』
に
到
着
し
ま
し

た
。
松
田(

ま
つ
た)

所
長
の
講

演
で
は
冒
頭
、
セ
ン
タ
ー
は
現

在
指
定
管
理
者
制
度
で
東
之
阪

町
自
治
会
が
運
営
し
て
い
る
事
、

松
田
さ
ん
の
祖
先
は
東
大
阪
枚

岡
神
社
の
神
人(
じ
に
ん)

で
、

人
で
も
神
で
も
無
い
中
間
的
な

存
在
故
に
差
別
的
な
扱
い
を
受

け
て
い
た
、
と
い
う
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
北
山
十
八

間
戸
の
設
立
の
歴
史
や
役
割
、

皇
族
支
援
、
神
社
・
大
和
人
へ

の
補
助
、
現
在
地
へ
の
移
転
な

ど
詳
し
く
話
し
て
い
た
だ
き
、

参
加
者
も
熱
心
に
メ
モ
を
取
り

聞
い
て
い
ま
し
た
。

間
戸
に
到
着
、
鎌
倉
時
代
に

建
て
ら
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
の

療
養
施
設
で
、
江
戸
寛
文

（
か
ん
ぶ
ん
）
年
間
に
元
の

般
若
寺
付
近
か
ら
移
築
さ
れ

ま
し
た
。
仏
間
と
天
井
が
低

く
狭
い
部
屋
が
18
戸
並
ぶ
長

屋
建
て
で
す
が
、
移
築
時
に

療
養
室
の
窓
か
ら
大
仏
殿
が

見
え
る
向
き
に
し
て
い
ま
す
。

古
都
奈
良
の
人
権
文
化
の

歴
史
を
学
び
、
帰
路
の
車
内

で
は
和
や
か
な
雰
囲
気
で
歓

談
、
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

(

人
権
協
会
長

張
戸

節
雄)

<

参
加
者
の
声>

◆
人
権
セ
ン
タ
ー
で
の
講
演
が

と
て
も
良
か
っ
た
。
奈
良
北
山

の
歴
史
を
知
る
い
い
機
会
と

な
っ
た
。

◆
般
若
寺
・
旧
奈
良
監
獄
は
、

外
観
で
は
あ
っ
た
が
、
ガ
イ
ド

松
田
さ
ん
が
熱
心
に
丁
寧
に
説

明
し
て
い
た
だ
き
、
有
難
か
っ

た
。
日
頃
は
素
通
り
し
て
い
た

街
が
、
古
代
ロ
マ
ン
を
ふ
ん
だ

ん
に
持
っ
て
い
る
こ
と
に
見
方

が
全
く
新
し
い
目
線
に
な
っ
た
。

(

70
歳
代)

◆
ハ
ン
セ
ン
病
で
差
別
を
受
け

て
い
た
人
た
ち
の
思
い
の
一
端

に
触
れ
ら
れ
て
良
か
っ
た
。(

70

歳
代)

◆
行
き
の
バ
ス
の
中
で
、
事
前

に
ビ
デ
オ
で
学
べ
た
の
で
、
理

解
が
深
ま
っ
た
。(

40
歳
代)

◆
今
ま
で
自
己
流
で
考
え
て
い

た
事
と
違
う
事
を
勉
強
し
た
。

た
め
に
な
っ
た
と
思
う
。(

70
歳

代)◆
北
山
十
八
間
戸
と
神
人
と
の

間
を
詳
し
く
説
明
し
て
く
だ

さ
っ
て
、
大
変
良
か
っ
た
で
す
。

(
80
歳
代)

昼
食
後
の
フ
ィ
ー
ド
ワ
ー

ク
は
、
「
奈
良
豆
比
古(

な
ら

づ
ひ
こ)

神
社
」
か
ら
ス
タ
ー

ト
、
境
内
に
は
舞
台
と
三
棟

の
神
殿
が
あ
り
ま
す
。
祭

神
・
春
日
王
が
ハ
ン
セ
ン
病

に
罹
っ
た
（
か
か
っ
た
）
際
、

二
人
の
王
子
が
病
を
治
す
た

め
、
翁
舞
（
お
き
な
ま
い
）

を
奉
納
、
そ
の
舞
が
各
地
の

芸
能
ル
ー
ツ
に
な
っ
た
と
の

言
い
伝
え
が
あ
り
、
平
成
12

年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
社
の
裏
に
は
、
樹
齢
千
三

百
年
と
い
わ
れ
る
、
幹
回
り

12
ｍ
超
の
樟(
く
す
の
き)

が

あ
り
歴
史
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
般
若
寺
の
楼
門

を
経
て
旧
奈
良
監
獄
に
移
動
、

こ
こ
は
明
治
ロ
マ
ネ
ス
ク
様

式
五
大
監
獄
の
ひ
と
つ
で
現

在
ホ
テ
ル
に
改
装
工
事
中
で
、

併
設
す
る
博
物
館
に
は
監
獄

関
連
の
ほ
か
東
之
阪
地
域
差

別
の
歴
史
資
料
も
展
示
す
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

更
に
少
し
歩
い
て
北
山
十
八



③

る
保
母
た
ち
の
姿
が
描
か
れ
て

い
た
。

映
画
で
は
戦
争
の
悲
惨
さ
や

被
害
を
前
面
に
出
し
て
い
な
い

が
、
戦
争
に
よ
り
弱
い
立
場
の

子
ど
も
た
ち
が
家
族
を
失
い
、

辛
く
苦
し
む
と
い
う
こ
と
を
強

く
感
じ
さ
せ
た
。

戦
争
は
多
く
の
犠
牲
を
生
み

出
す
破
壊
的
な
行
為
で
あ
り
、

現
在
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
が

平
和
で
安
全
に
生
活
で
き
る
戦

争
（
核
兵
器
）
の
な
い
世
界
を

実
現
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ

の
た
め
に
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
平
和
の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
を
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。

(

人
権
擁
護
委
員

檜
山

政
宏)

泉南市では、平和の意味や大切さを考える機会とするため、毎年８月を「非核平和
月間」とし、様々な取り組みを行っています。
８月４日（日）文化ホールにおいて、2024「非核平和の集い」を開催し、戦争末期

の昭和１９年から戦後までを舞台にした感動の実話「あの日のオルガン」を、上映し
ました。

今
年
は
広
島
・
長
崎
の
被
爆
、

太
平
洋
戦
争
終
戦
79
年
目
に
な
る
。

年
に
泉
南
市
は
、｢

『
非
核
三

原
則
』
の
厳
守
を
政
府
に
強
く
要

望
す
る
と
と
も
に
、
市
民
に
対
し

核
兵
器
廃
絶
の
啓
蒙
活
動
を
行
い

つ
つ
、
核
兵
器
の
廃
絶
を
全
世
界

に
訴
え｣

“
非
核
平
和
都
市
”
の

宣
言
を
行
っ
た
。
当
日
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
掲
載
さ
れ
た
非
核
平
和
都

市
宣
言
全
文
を
読
み
、
こ
の
映
画

を
鑑
賞
し
た
。

こ
の
映
画
は
、
太
平
洋
戦
争
末

期
に
保
母
た
ち
が
幼
い
園
児
た
ち

と
と
も
に
集
団
で
疎
開
し
、
東
京

大
空
襲
の
戦
火
を
逃
れ
た
「
疎
開

保
育
園
」
の
実
話
を
基
に
し
て
い

る
そ
う
だ
。
学
童
（
集
団
）
疎
開

に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、

疎
開
保
育
園
の
こ
と
は
初
め
て

知
っ
た
。

疎
開
先
で
は
、
食
料
難
で
地
元

住
民
か
ら
歓
迎
さ
れ
ず
、
食
料
を

確
保
す
る
苦
労
や
、
園
児
た
ち
と

の
生
活
で
日
々
噴
出
す
る
様
々
な

問
題
に
意
見
が
衝
突
し
な
が
ら
も

励
ま
し
合
い
協
力
し
合
い
、
園
児

た
ち
を
守
り
抜
く
た
め
に
奮
闘
す

校区の集いが開催されました

信達小学校(R6.5.24)
内容：「手話×エンターテイメント
でバリアクラッシュ」
講師：手話エンターテイメン

ト発信団 oioiさん

鳴滝小学校(R6.6.1)
内容：「あなたと私は最高作品」
講師：ホゼア・ベーカーさん

一丘小学校(R6.6.8)
内容：「ネット・スマホの賢い

使い方」
講師：冨田 幸子さん

初！西信達中学校(R6.5.31)での開催！

今
回
の
西
信
達
校
区
の
集
い
は
、
保
育
園
・

小
中
学
校
＆
地
域
合
同
で
、
避
難
訓
練
〜
防
災

講
演
〜
体
験
型
ワ
ー
ク
の
三
部
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
で
第
一
部
の
避
難

訓
練
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、(

一
社)

お
い
し
い
防
災
塾
代

表
・
西
谷
真
弓
さ
ん
が
、
自
身
の
神
戸
震
災
体

験
を
基
に
小
学
生
に
も
わ
か
り
や
す
く
日
頃
の

準
備
や
心
構
え
を
話
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も

た
ち
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
第
三
部
、
中
学
生
が
袋
詰
め
の

飴
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
を
使
っ
た
防
災
ポ
シ
ェ
ッ

ト
作
り
に
挑
戦
、
先
生
方
も
参
加
し
て
出
来
上

が
り
を
比
べ
る
な
ど
、
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

第
一
部
の
中
止
は
残
念
で
し
た
が
、
今
ま
で

小
学
校
で
開
催
し
て
い
た
校
区
の
集
い
を
今
回

初
め
て
中
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
も
児

童
・
生
徒
や
先
生
方
と
協
力
し
、
一
園
二
校
と

地
域
の
連
携
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

西
信
達
校
区

柿
本

繁
雄)

樽井小学校(R6.6.25)
内容：「メディアリテラシーと情報

モラルについて」
講師：豊田 充崇さん
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5月18日、会員並びに来賓の方々の出席のもと、令和６年度の総会を開催し

ました。昨年行いました様々な事業を報告した後、本年度の活動計画・予算

案・新役員体制が承認されました。総会後には、記念講演会が行われました。

５
月
18
日
（
土
）
泉
南
市
人

権
啓
発
推
進
協
議
会
の
総
会
が

行
わ
れ
、
総
会
終
了
後
、
「
人

と
地
域
が
つ
な
が
る
地
域
共
生

社
会
を
め
ざ
し
て
～
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
の
重
要
性

～
」
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
み
、

地
域
・
家
庭
・
職
場
と
い
う

人
々
の
生
活
領
域
に
お
け
る
支

え
合
い
の
基
盤
が
弱
ま
っ
て
き

て
い
る
社
会
に
お
い
て
、
地
域

の
中
で
人
と
人
・
人
と
資
源
が
、

「
丸
ご
と
」
つ
な
が
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

北
場
さ
ん
は
民
生
委
員
児
童

委
員
も
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
地
域
社
会
の
リ
ア
ル
な
現

状
（
孤
独
死
・
高
齢
化
・
自
治

会
加
入
率
の
減
少
等
）
の
お

話
を
交
え
な
が
ら
、
お
互
い

が
お
互
い
を
支
え
合
っ
て
、

地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
ま
た
世
代
や
属

性
を
超
え
て
交
流
で
き
る
場

を
整
備
す
る
に
は
何
が
必
要

な
の
か
を
、
国
の
資
料
を
基

に
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
時
間
も
あ
り
、
席

の
近
い
方
と
、
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
な
地
域
に
し
て
い
き

た
い
か
を
話
合
い
ま
し
た
。

他
地
域
に
住
ん
で
い
る
方
と

の
意
見
交
換
だ
っ
た
の
で
、

各
々
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た

こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

密
度
の
濃
い
、
大
変
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
声
】

◆
今
日
の
講
演
を
聞
い
て
、
少

し
席
の
前
後
の
方
と
話
し
を
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
も
少
子
化
・
高

齢
者
の
独
居
が
進
ん
で
い
る
こ

と
、
コ
ロ
ナ
後
か
ら
外
出
機
会

が
少
な
い
と
い
う
こ
と
を
話
し

合
い
ま
し
た
。
地
域
に
か
え
っ

て
、
で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ

と
い
う
言
葉
を
合
言
葉
に
つ
な

が
り
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
な

れ
れ
ば
良
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。
（
40
歳
代
）

◆
今
後
の
生
活
に
役
立
て
て
い

き
ま
す
。
近
所
の
人
た
ち
と
話

し
合
い
の
場
を
作
っ
て
、
生
活

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

（
80
歳
代
）

◆
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
と
て

も
活
発
な
意
見
交
換
、
色
々
な

意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
有
意
義
な
意
見
交
換
会
で

し
た
。(

70
歳
代)

◆
講
師
が
民
生
委
員
だ
っ
た
の

で
共
感
で
き
る
と
こ
ろ
が
多

か
っ
た
で
す
。
（
70
歳
代
）

◆
地
域
の
悩
み
は
み
な
一
緒
や

な
と
思
い
ま
し
た
。
（
60
歳
代
）

令和５年５月より新型コロナが

「５類」に移行してから、感染は

減少傾向にありましたが、一年が

過ぎたころから徐々に患者が増え

てきました。市民の集いやフィー

ルドワークなど多くの参加者があ

る中、感染が心配されましたが、

無事にたくさんの企画が開催され

たことに感謝します。

今後も企画実行委員をはじめ皆

さんで魅力ある企画を考えていき

ます。

(企画実行委員会 編集委員(阿))

編 集 後 記
各
校
区
人
権
協
で
も
総
会
を
実
施
し
ま
し
た

泉
南
市
人
権
啓
発
推
進
協

議
会
は
、
人
権
の
大
切
さ
に

つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を
深

め
る
た
め
、
よ
り
一
層
地
域

に
密
着
し
た
啓
発
活
動
を
お

こ
な
え
る
よ
う
に
と
設
立
さ

れ
た
9
つ
（
新
家
・
雄
信
・

樽
井
・
鳴
滝
・
一
丘
・
砂

川
・
西
信
達
・
東
・
信
達
）

の
校
区
人
権
啓
発
推
進
協
議

会
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
各
校
区
に
お
い

て
も
総
会
が
実
施
さ
れ
、
令

和
5
年
度
の
事
業
・
決
算
報

告
・
令
和
6
年
度
の
事
業
計

画
・
役
員
・
予
算
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

鳴
滝
校
区
は
昨
年
度
に
設
立

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
初
め
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
後
に
は
、
人
権
に
つ
い

て
の
見
識
を
深
め
る
研
修
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

栃
木
県
が
作
成
し
た
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
啓
発
動
画
（
短
編
ド

ラ
マ
）
を
視
聴
し
ま
し
た
。
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
何
な
の
か
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
と

し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
の
か
等
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

北場 好信さん
きたば よしのぶ

茨木市市民文化部人権・男女共生課
総持寺いのち・愛・ゆめセンター
総合相談員


